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1.はじめに 

地震災害によって引き起こされる社会経済的な問

題は数多く存在するが，なかでも被災後の交通量の

マネジメントは極めて大きな問題となる．例えば，

道路被害や緊急避難等の交通需要の増加によって引

き起こされる交通渋滞は，消火活動等の様々な救援

活動を阻害する可能性が高く，被害の拡大につなが

ると考えられる1）．また，人口の集中している都市部

では，公共交通機関が麻痺に伴い帰宅困難者が大量

に発生することが予想され，この帰宅困難者に対す

る備蓄や避難場所等の不足が被害拡大の要因になる

と考えられている．このような災害発生直後におけ

る二次的被害への対策を講じるためには，災害直後

の人口分布の適切な把握と，その後の人々の移動行

動の動機やその結果生じる現象についての詳細な検

討が必要である． 
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 2.ABM の概要とシミュレーションへの適用 

本研究では，災害時において多くの被災者の移動

行動の動機となる家族等の安否確認2）を取り上げ，

被災者の移動や集中に起因する諸問題について検討

するための分析ツールを作成することを目的とする．

この種の検討を行うことで，災害時の交通需要や混

雑予測の問題だけでなく，地域コミュニティにおけ

る災害時の労働力の確保の問題や情報伝達の問題解

決などにも役立つものと考えられる． 
分析手法としては，人の移動行動とそれによって

引き起こされる現象を再現するために，構成要素同

士の相互作用やそれに伴う現象の再現に適したエー

ジェントベースモデル（以下、ABS）の手法を活用

することとした．上記のような現象をシミュレーシ

ョン上で再現するためのモデルを作成し，作成した

モデルを用いて，二次的被害への対策とその有効性

を評価する． 
ABMとは一般的に，エージェントと呼ばれる自立

した個々の主体が多数集まり，相互に依存し合って

いるシステムのことである3）．また，エージェントと

は，環境（エージェントが存在する空間や場のこと）

を知覚し，エージェント毎に設定された個別のルー

ルに従って判断し，行動する主体のことである．ABM
におけるエージェントは，行動することによって環

境や他のエージェントになんらかの影響を与えるこ

とができる．またその結果，環境や他のエージェン

トとの相互作用によって変化するエージェントもあ

れば，自身はまったく変化のないエージェントも存

在する．このようにABMシミュレーションでは，現

象全体をモデル化するABM以外の手法とは異なり，

現象の構成要素をモデル化することでエージェント

同士の相互作用やそれによって引き起こされる現象

を観察できる. 

そこで本研究では，ABM の手法を用いて災害時の

人の移動によって生じる混雑や交通渋滞を始めとす

る諸問題について基礎的な検討を行う． 

3．災害直後移動行動シミュレーションモデル 

（１）シミュレーションモデルの概要 

大規模な災害が発生した場合，多くの人は自宅へ

戻ろうとするが，仕事や買い物などで自宅から離れ

た地域にいる場合も考えられる．そのため本研究で

は多くの人々の行動範囲を満たす広範囲のシミュレ

ーション（図－１の（１）広域）とそれぞれ個別の

目的地を再現する詳細なシミュレーション（図－１

の（２）狭域）のこの二つの空間スケールの異なる

シミュレーションを作成し相互リンクさせることで，

より効果的な検討が可能となるよう試みた． 

また広域シミュレーションは新潟県の大部分を範囲

とし，主要な幹線道路や比較的交通量の多い道路の

みを道路として設定した．シミュレーション上に交

差点を 56 箇所，交差点のリンク（道路）を 93 箇所

設定することとなった．一方，狭域シミュレーショ

ンは長岡市駅前付近を対象とし，交差点を107箇所，

交差点のリンク（道路）を 140 箇所設定した. 

（２）シミュレーションの特徴 

本シミュレーションモデルは最短経路計算機能を持

ち，目的地までのエージェントごとの最短経路を計

算することができる．今回作成したモデルではコン
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4．シミュレーション結果  
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図－１  対象とする地域 

ピュータへの負荷を軽減させるため，シミュレーシ

ョン実行前に最短経路を計算し，その後エージェン

トは目的地までの最短経路を取得，シミュレーショ

ン実行時にはその取得した最短経路を移動するよう

設定した． 

（1）エージェント数 56 個 
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さらにモデルに混雑の要素を取り入れ，エージェ

ントは同一座標上のエージェント数に応じて速度を

変化させるように設定した．同一座標上のエージェ

ント数が 5 個以上の場合と 3 個以上 5 個未満の場合

は速度がそれぞれ 1/3，1/2 に減少する． 

また，災害時の交通状況を再現するために，事前

の設定で道路破損箇所を設定し，その場所の通行を

不能にすることができるようにした．エージェント

の通る経路上に道路破損があった場合は，道路破損

地点まで進んだ時点で,道路破損地点を迂回し目的

地へと到達する最短経路を調べ，その結果に従って

移動する．   

（2）エージェント数 9955 個 

図-３ シミュレーション結果 

 

5．まとめ 

 今回のシミュレーション結果によって人々の移動

時間の違いから道路の重要度評価が可能であること

を示すことができた．尚，シミュレーションの実行

など動的な部分については講演時に譲る．今後は視

認性の向上，特性の異なる狭域地域の追加などが必

要である． 

図-２ フローチャート図 
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